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平成２６年度健康づくり訪問指導事業計画（案）について 

 
 

１ 目的 

同一疾病で複数の医療機関を受診している被保険者等に対し、保健師等が訪問し、 
本人及びその家族に対して健康教育や健康相談、療養方法等の必要な保健指導を行い 
適正な受診の啓発を図ることで、効率的な受診を意識する機会とし、被保険者の健康 
保持増進に資することを目的とする。 
 

 
２ 事業内容 

(1) 事業主体 

 平成２６年度は、受託可能な市町村への委託（１００名）を行い、これ以外につ

いては第三者機関へ委託（５０名）するほか、広域連合直営（５０名）で実施する。 

 

(2) 対象者の選定（広域連合直営） 

  平成２５年１１月診療分～平成２６年１月診療分のレセプトより、選定基準を満

たす対象者約３，５００名を抽出見込み。 

 その後、保健師が対象者のレセプトを確認し、専門的立場から疾病と調剤内容、

通院日数等を勘案して訪問指導が必要な２００名を選定。 

   対象者数：平成２６年度 ２００名 

    (参考)  平成２５年度   ９８名 

        平成２４年度 １０３名 

        平成２３年度  ５１名 

   ※選定基準 

    重複受診者 同一の疾病により、複数の医療機関を３か月継続して受診 

    頻回受診者 １か月におけるレセプトが５枚以上または外来の通院日数が 

          １５日以上 

 

(3) 被保険者宅訪問（一部委託） 

   事前に被保険者宅へ電話連絡を行い、本事業の目的及び趣旨を十分に説明したう

えで、保健師等が被保険者宅を訪問し、本人及びその家族に対して健康教育や健康

相談、療養方法等の必要な保健指導を行う。訪問した保健師が訪問記録票を作成。 

   

(4) 事業概算経費及び財源について 

   事業経費（平成２６年度）：２５１万円 

   財源内訳：国庫補助金１／２ 保険料１／２ 
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３ 事業実績 

(1) 対象者選定及び訪問指導の実施 

 平成２４年１１月診療分から平成２５年１月診療分までの３か月のレセプト情 

報を基に、実施要領に記載する重複・頻回受診者の要件を満たす対象者について、 

全県から３，５３６名を抽出。 

これらのレセプト内容を確認したうえで、今年度は過去２年間で未訪問である市 

町村の被保険者が訪問対象となるよう優先し、指導を要する９８名の訪問対象者を 

選定した。これにより、本事業の開始以来、県内２５市町村全ての被保険者につい 

て網羅したことになった。 

このうち、訪問拒否１３名、入院中２名、体調不良２名により、計１７名が訪問 

できなかったことから、実際の訪問実施者数は８１名となった。 

 

平成２５年度 平成２４年度 平成２３年度

訪問対象者数 ９８名 １０３名 ５１名

訪問実施者数 ８１名 ８６名 ４６名

訪問未実施者数（※１） １７名 １７名 ５名

対象レセプト
平成２４年１１月～
平成２５年１月診療分

平成２３年１１月～
平成２４年１月診療分

平成２２年１２月～
平成２３年２月診療分

訪問期間 ７月１日～１０月２３日 ６月２８日～１０月３１日 ９月１２日～１０月２６日

訪問日数（※２） ４９日 ４６日 ２５日

訪問市町村数 ２２市町村 １６市町 １０市

年度区分

 ※１ 訪問未実施者数は、訪問拒否や不在等により訪問できなかった人数 
 ※２ 訪問日数は、実際に訪問に要した日数 
 
(2) 成果 

別紙「平成２５年度健康づくり訪問指導の検証結果について（経過報告）」のと 
おり。 

  

４ 課題と対策 
平成２６年度が本事業の委託初年度であることから、事業効果や事務負担等を総合 

的に検証勘案し、２７年度以降の事業展開を検討する。 

   長期的には、より訪問件数を拡大し、事業効果をさらに波及させていくことが必要

であり、その目標達成のため全面的に外部委託をすることが効率的であると考える。 

   しかし、本事業が各市町村の地域保健拡大に資するという効果等も勘案し、平成 

２６年度の事業分析を足がかりに、最適な事業手法を採用していくこととする。 
 


